
1

「日本語教育の参照枠」を活用した
教育モデル開発事業 ＜ 留学分野＞

•江副隆秀

•一般財団法人日本語教育振興協会、新宿日本語学校

「日本語教育の参照枠」を活用した教育モデル開発の現状と展望

令和4年12月17日（土）13：00～15：00 文化庁日本語教育大会
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日本語学校の取り組み

• 2006年〜2011年

•日振協スタンダードプロジェクト
• CEFRを参照し、日本語使用の場面を調べ、日振協スタンダードとして
まとめた。

• 2012-17年

Cand-do Statements研究会
• 予備教育到達目標スタンダードを作成した
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2006年6月5日に開催された日本語教育スタンダーズに関する勉強会



44

日本語学校進学予備教育 到達目標スタンダード
Can-do Statements 研究会
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教育モデル開発検討会議

委員 江副隆秀 新宿日本語学校 校長

委員 奥村三菜子NPO法人YYJゆるくてやさしい日本語のなかまたち 副理事長

委員 佐々木倫子桜美林大学 名誉教授

委員 真嶋潤子 大阪大学 名誉教授

委員 柳澤好昭 専修大学 講師

委員 亀田美保 大阪YMCA日本語教育センター センター長

委員 竹田悦子 コミュニカ学院 顧問

委員 山本弘子 カイ日本語スクール 代表
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コースカリキュラム・シラバスの開発

委員 江副隆秀 新宿日本語学校 校長
委員 奥村三菜子NPO法人YYJゆるくてやさしい日本語のなかまたち 副理事長
委員 柏谷涼介 セントラルジャパン日本語学校 主任教員
委員 亀田美保 大阪YMCA日本語教育センター センター長
委員 久保田文子京進ランゲージアカデミー教務主任
委員 佐久間みのり横浜デザイン学院日本語学科教務主任
委員 竹田悦子 コミュニカ学院顧問
委員 野田敏郎 国際ことば学院 校長
委員 松葉優子 浜松日本語学院 教務課長
委員 山本弘子 カイ日本語スクール 代表

教師研修モデル開発及び実施 成果報告



生活分野 就労分野留学分野

高等教育機関進学

就職希望者

基礎的日本語教育

告示校の日本語教師はどこでもお役に立てるプロとしても期待されていると感じている。
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平成19年（2007）世界の言語教育の潮流と日本語学校の未来Ⅱ
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１）総括的であること
２）開放的であること
３）柔軟であること
４）創造的であること
５）「過程」であり「完成品」ではないこと

◎Product でなくProcess
６）ネットワーキングのためであること
７）強制すべきものではないこと（強制や寡占的ではない）

CEFRの考え方
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教える側中心

習う側中心

CEFRの考え方

＋評価

＋評価
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A1 A2 B1 B2

理
解
す
る
こ
と

聞
く
こ
と

場所や日時、値
段などが聞き取
れる。

読
む
こ
と

身の回りの表示
が読める。

漢
字

基本の漢字

書
く
こ
と

スマホで簡単な
メールが打てる。

話
す
こ
と

自分について説
明できる。

や
り
と
り

一人で、目的地
まで行ける。

こ
こ
に
書
い
た
の
は
、
サ
ン
プ
ル
で
す
。
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人生チャート
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読む 聞く 話す 書く
A1〜C1までの能力 A1〜C1までの能力 A1〜C1までの能力 A1〜C1までの能力
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委員会実施状況

•委員会内での自主勉強会（6~9月、全10回）

•実態調査のための事前アンケート実施（9/12~23）

•委員会開催
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自主勉強会の様子
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アンケート結果概要

•回答者：非常勤講師60%、常勤20%、主任12%、ほか8%

•カリキュラムデザイン経験：なし60%、あり40%

•参照枠について：知っている＋読んだ 62%

読んでいないor知らない 38%

•参照枠は、①学習目標・授業活動・評価

②教師の役割や教師自身の教育観・内省

に活用したいと考えている



参照枠活用状況について
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⚫回答者の約４割が、勤務校でも
すでに取り入れているか、あるいは
活用の予定があると回答

⚫一方、その予定がないという回答
も含め、全体の約６割が、検討さ
れていない状況
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教育実践に必要な勉強会、リソースについて

• 実際の授業実践
についての勉強
会や事例交換に
つづき、

• 評価方法につい
ての勉強会・事
例交換を求める
声が多く寄せら
れた

20
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自由記述より（105件中、有効回答103件:特になし、党除外）

• CEFRを参照してすでに実施していたカリキュラムや評価が使えるのか。

• 参照枠をどの程度参照すれば良いのか。どの程度の統制を強いられるのか。

• 経験の浅い教師も多く、教科書ありきの授業が常態化する中、（参照枠）の実践
に舵を切るのが難しい状況。

• 学生の目標が受験（EJU や JLPT の合格含む）」になっているため、参照枠はと
てもいいものだがカリキュラムにどこまで落とし込めるのか、どのように落とし
込めば学生に魅力的に映るのかが大きな悩みである。

• 学習者の進路指導、特に進学先で求められる学習評価との乖離がどう埋められる
のか。

• 参照枠を鵜呑みにせず、各日本語教育機関の特徴に応じて使いこなすなどの工夫
が必要

• 質的検証で「日本語教 育の参照枠」の話を聞いたとき画期的と感じた。

• 日本語関係の試験が参照枠に見合った内容に変化することを期待する。
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留学分野カリキュラムデザインイメージ

進学コース

一般コース

A1 A2 B1
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180H 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月

専門等

C1

B2〜C1

B2

B1〜B2

B1

A2〜B1

A2

A1〜A2

A1

※参考：さまざまな学生の入学～卒業までの例（江副氏作成）

Aさん：A2〜B1レベルで入学・専門レベルを2回履修し2年間で卒業。
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180H 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月

専門等

C1

B2〜C1

B2

B1〜B2

B1

A2〜B1

A2

A1〜A2

A1

Bさん：０から学習。180時間をオンラインで学習。入学はA1から。卒業はB2〜C1。



180H 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月 3ヶ月

専門等

C1

B2〜C1

B2

B1〜B2

B1

A2〜B1

A2

A1〜A2

A1

Cさん：B1で入学、途中再履修を繰り返しながら、C1で卒業。
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やり取り 話すこと 書くこと 読むこと 聞くこと
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学生A
（例えば日系人）
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「日本語教育の参照枠」を活用した
教育モデル開発事業 ＜ 留学分野＞

•江副隆秀

•一般財団法人日本語教育振興協会、新宿日本語学校

「日本語教育の参照枠」を活用した教育モデル開発の現状と展望

令和4年12月17日（土）13：00～15：00 文化庁日本語教育大会


